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周
作
人
と
ニ
ー
チ
ェ

―

Ｊ
・
Ｅ
・
ハ
リ
ソ
ン
、
Ｈ
・
エ
リ
ス
と
『
悲
劇
の
誕
生
』
を
め
ぐ
っ
て根

岸
宗
一
郎

周
作
人
は
、
明
治
末
期
の
日
本
に
留
学
し
て
以
来
、
晩
年
に
至
る
ま
で
ギ
リ
シ
ア
文
学
の
翻
訳
、
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
紹
介
を
続
け
た
。

そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
す
で
に
別
稿）

�
（

で
論
じ
た
が
、
周
作
人
は
、
彼
の
重
要
な
思
想
と
さ
れ
る
「
生
活
の
芸
術
」「
中
庸
」
を
論
じ
る

際
に
も
、
ギ
リ
シ
ア
の
「
中
庸
」
を
論
拠
と
し
て
持
ち
出
し
て
い
る
。
周
作
人
は
、
ギ
リ
シ
ア
文
学
・
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
中
に
、
自
己

の
思
想
の
根
底
に
関
わ
る
要
素
を
見
出
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
周
作
人
の
ギ
リ
シ
ア
像
を
分
析
し
、
そ
の
背
景
に
ニ

ー
チ
ェ
の
ギ
リ
シ
ア
像
、
特
に
『
悲
劇
の
誕
生）

（
（

』
に
見
ら
れ
る
ギ
リ
シ
ア
像
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の

ギ
リ
シ
ア
像
が
周
作
人
の
思
想
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
考
察
す
る
。
そ
の
際
、
周
作
人
の
ギ
リ
シ
ア
像
の

形
成
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
し
か
も
ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
と
も
関
係
の
深
い
Ｊ
・
Ｅ
・
ハ
リ
ソ
ン
と
Ｈ
・
エ
リ
ス

を
手
が
か
り
に
考
察
を
進
め
た
い
。
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一　

周
作
人
と
ニ
ー
チ
ェ
の
出
会
い

ニ
ー
チ
ェ
が
没
し
た
翌
年
の
一
九
〇
一
年
か
ら
一
九
〇
二
年
に
か
け
て
、
日
本
の
文
壇
に
お
い
て
ニ
ー
チ
ェ
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
た）

（
（

。

弟
の
周
作
人
よ
り
一
足
先
、
一
九
〇
二
年
か
ら
日
本
に
留
学
し
て
い
た
魯
迅
が
ニ
ー
チ
ェ
か
ら
強
い
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
既
に
指
摘

さ
れ
て
い
る）

（
（

。
魯
迅
の
留
日
期
に
つ
い
て
回
想
し
た
「
関
於
魯
迅
之
二
」（
一
九
三
六
年
）
に
お
い
て
、
周
作
人
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

［
魯
迅
は
］
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
ニ
ー
チ
ェ
た
だ
一
人
を
取
っ
た
。『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り
き）

（
（

』
を
常
に
机
の
上
に
置
き
、

序
説
一
篇
を
訳
出
し
て
雑
誌
に
載
せ
た
こ
と
も
あ
る
。
た
ぶ
ん
『
新
潮
』
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
ニ
ー
チ
ェ
の
進
化
論
の
倫
理
観
は
私

も
面
白
く
感
じ
た
が
、
私
は
芝
居
が
か
っ
た
も
の
が
好
き
で
な
く
、
あ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
と
文
章
は
私
の
好
み
に
合
わ
な
か
っ

た
。
そ
の
た
め
私
の
一
冊
の
英
訳
本
は
本
箱
の
中
に
置
か
れ
た
ま
ま
で
、
長
年
取
り
出
し
て
い
な
い）

（
（

。

一
九
〇
六
年
か
ら
日
本
に
留
学
し
、
兄
の
魯
迅
と
と
も
に
東
京
に
住
ん
で
文
学
活
動
を
開
始
し
た
周
作
人
は
、
魯
迅
が
ニ
ー
チ
ェ
に
強

い
関
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る
。
ま
た
、
好
み
で
な
い
な
が
ら
自
ら
も
ニ
ー
チ
ェ
の
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
は
か
く
語
り

き
』（
以
下
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
と
略
す
）
に
見
ら
れ
る
進
化
論
の
倫
理
観
、
す
な
わ
ち
超
人
の
思
想
に
興
味
を
感
じ
て
い
た
こ
と

を
述
べ
て
い
る
。
従
っ
て
、
周
作
人
も
同
じ
日
本
留
学
時
期
に
ニ
ー
チ
ェ
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る）

（
（

。

魯
迅
は
、
日
本
留
学
期
に
執
筆
し
た
『
摩
羅
詩
力
説
』・『
文
化
偏
至
論
』・『
破
悪
声
論
』（
以
上
、
一
九
〇
八
年
）
で
、
ニ
ー
チ
ェ
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に
言
及
し
て
い
る
。
同
時
期
に
、
周
作
人
も
『
哀
絃
篇
』（
一
九
〇
八
年
）
を
執
筆
し
、
ニ
ー
チ
ェ
の
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
を
引
用

し
て
い
る
。『
哀
絃
篇
』
は
、
外
国
文
学
の
翻
訳
紹
介
に
よ
り
中
国
人
の
精
神
を
覚
醒
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
、

日
本
留
学
期
を
代
表
す
る
文
学
論
で
あ
る
。
周
作
人
は
『
哀
絃
篇
』
の
序
論
に
あ
た
る
第
一
節
の
結
び
に
次
の
言
葉
を
引
用
し
て
い
る
。

ニ
ー
チ
ェ
の
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
に
次
の
言
葉
が
あ
る
。「
血
を
以
て
書
か
れ
た
書
の
み
を
愛
す
る
。」
血
を
以
て
書
か
れ
た
も

の
で
、
そ
の
血
を
悟
り
得
る
も
の
は
、
極
め
て
優
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
今
私
が
こ
の
一
篇
を
編
ん
だ
意
図
で
あ
る）

（
（

。

さ
ら
に
、『
哀
絃
篇
』
最
終
節
の
結
び
に
次
の
言
葉
を
引
用
す
る
。

ニ
ー
チ
ェ
は
言
っ
て
い
る
。「
墓
あ
る
と
こ
ろ
に
初
め
て
復
活
あ
り
」
と
。
こ
れ
は
私
の
小
さ
な
願
い
で
も
あ
る）

（
（

。

引
用
は
短
い
が
、
第
一
節
つ
ま
り
序
論
の
結
び
と
最
終
節
の
結
び
と
い
う
要
所
に
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
か
ら
の
引
用
を
用
い
て
い

る
。
魯
迅
に
比
べ
て
言
及
の
数
こ
そ
多
く
な
い
が
、
周
作
人
が
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

日
本
か
ら
帰
国
後
、
周
作
人
は
一
九
一
七
年
春
か
ら
北
京
大
学
教
授
に
着
任
し
、
秋
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
学
史
の
講
義
を
担
当
す
る）

（（
（

。

一
九
一
八
年
秋
以
降
扱
っ
た
一
九
世
紀
の
文
学
史
の
講
義
録）

（（
（

の
中
に
ニ
ー
チ
ェ
を
論
じ
た
部
分
が
あ
り
、
周
作
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
一
九

世
紀
文
学
史
の
講
義
に
お
い
て
ニ
ー
チ
ェ
を
取
り
上
げ
た
こ
と
が
分
か
る
。
講
義
録
で
は
、
主
に
超
人
思
想
に
つ
い
て
解
説
を
し
て
い

る
。『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
を
取
り
上
げ
、
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
が
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
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［
ニ
ー
チ
ェ
は
］
人
間
は
進
化
の
過
程
に
あ
り
、（
進
化
の
）
極
致
に
あ
る
の
で
は
な
い
と
し
た
。
人
間
の
尊
さ
は
、
今
ま
さ
に
人

間
で
あ
る
点
に
で
は
な
く
、
い
つ
の
日
か
超
人
に
進
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
に
あ
る
の
で
あ
る）

（（
（

。

一
九
世
紀
文
学
史
の
講
義
の
た
め
、
周
作
人
は
多
く
の
書
籍
を
集
め
て
い
る
が
、
一
九
一
九
年
に
は
生
田
長
江
訳
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト

ラ
』
を
は
じ
め
、
ニ
ー
チ
ェ
に
関
す
る
書
籍
も
か
な
り
集
め
て
い
た
こ
と
が
日
記
か
ら
わ
か
る）

（（
（

。
ま
た
、
同
年
六
月
二
五
日
に
は
兄
の

魯
迅
が
翻
訳
し
た
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
序
説
の
訳
文
を
、
魯
迅
と
と
も
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る）

（（
（

。
さ
ら
に
、
翌
一
九
二
〇
年
四
月
、

自
分
の
翻
訳
作
品
集
を
刊
行
す
る
際
に
、『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
序
説
（
四
）
の
「
点
滴
」
と
い
う
語
を
題
名
と
し
て
選
ん
で
い
る）

（（
（

。

一
九
世
紀
文
学
史
の
講
義
以
降
、
周
作
人
は
ニ
ー
チ
ェ
の
超
人
説
を
進
化
論
的
人
生
観
と
し
て
言
及
し
て
い
る
。「
貴
族
的
与
平
民

的
」（
一
九
二
二
年
二
月
）
に
お
い
て
、『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
執
筆
前
後
か
ら
の
思
想
で
あ
る
「
力
へ
の
意
思
」
に
関
し
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

生
へ
の
意
志）

（（
（

は
も
ち
ろ
ん
生
活
の
根
底
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
力
へ
の
意
志）

（（
（

が
「
完
全
で
美
し
く
優
れ
た
」
生
活
（
原
語
は
「
全

而
善
美
」
的
生
活
）
を
人
に
追
求
さ
せ
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
適
応
し
て
生
存
し
て
い
く
だ
け
で
は
、
進
化
で
は
な
く
、
容
易
に

退
化
に
向
か
っ
て
し
ま
う）

（（
（

。

一
方
、
こ
の
前
年
九
月
に
発
表
し
た
「
新
希
臘
与
中
国
」
に
お
い
て
周
作
人
は
ギ
リ
シ
ア
人
の
特
性
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ア
人
に
は
一
つ
の
特
性
が
あ
る
。
こ
れ
は
祖
先
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
も
の
で
も
あ
り
、
熱
烈
に
生
を
求
め
る
欲
望
で
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あ
る
。
な
ん
と
か
命
を
保
っ
て
生
き
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
美
し
く
健
全
な
充
実
し
た
生
活
（
原
語
は
「
美
的
健
全
的
充
実

的
生
活
」）
を
切
望
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る）

（（
（

。

「
力
へ
の
意
思
」
が
指
向
す
る
「『
完
全
で
美
し
く
優
れ
た
』
生
活
」
と
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
特
性
で
あ
る
「
生
を
求
め
る
熱
烈
な
欲

望
」
が
求
め
る
「
美
し
く
健
全
な
充
実
し
た
生
活
」
と
が
似
た
表
現
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』（
一
八
八
三―

八
五

年
）
執
筆
前
後
か
ら
『
力
へ
の
意
志）

（（
（

』
執
筆
を
準
備
し
て
い
た
時
期
の
ニ
ー
チ
ェ
の
主
張
に
は
、
プ
ラ
ト
ン
以
前
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
思

想
へ
の
回
帰
と
い
う
要
素
が
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。
ニ
ー
チ
ェ
が
提
示
し
た
「
力
へ
の
意
志
（W

ille	zur	m
acht

）」
と

い
う
概
念
は
、
プ
ラ
ト
ン
以
前
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
価
値
観
を
踏
ま
え
た
概
念
で
あ
る
の
で）

（（
（

、「
力
へ
の
意
思
」
が
指
向
す
る
「『
完
全

で
美
し
く
優
れ
た
』
生
活
」
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
が
指
向
す
る
「
美
し
く
健
全
な
充
実
し
た
生
活
」
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

周
作
人
が
こ
の
両
者
を
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
用
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
周
作
人
の
ギ
リ
シ
ア
像
に
は
ニ
ー
チ
ェ
の
ギ
リ
シ
ア
像
が
深
く
関

わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二　
「
美
化
の
精
神
」
と
ハ
リ
ソ
ン
、
ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』

周
作
人
は
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
深
い
関
心
を
持
ち
、
生
涯
に
渡
っ
て
翻
訳
紹
介
に
努
め
て
い
る
。
そ
の
際
、
し
ば
し
ば
用
い
た
の
は
、

神
話
学
者
ジ
ェ
ー
ン
・
エ
レ
ン
・
ハ
リ
ソ
ン
（
一
八
五
〇―

一
九
二
八
）
の
著
作
で
あ
る
。
ハ
リ
ソ
ン
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
を
古
代
儀

礼
と
の
関
係
か
ら
解
釈
す
る
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
神
話
儀
礼
学
派
の
学
者
で
あ
る
。
周
作
人
は
ハ
リ
ソ
ン
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
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私
は
ハ
リ
ソ
ン
女
史
の
著
作
か
ら
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
意
義
を
知
っ
た
こ
と
は
、
実
に
大
き
な
幸
い
で
あ
っ
た
。
た
だ
憾
む
ら
く
は

未
だ
に
紹
介
に
力
を
尽
く
せ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る）

（（
（

。

周
作
人
は
ハ
リ
ソ
ン
の
神
話
学
を
高
く
評
価
し
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

私
が
最
初
に
読
ん
だ
ハ
リ
ソ
ン
の
本
は
、
民
国
二
年
（
一
九
一
三
年
）、
イ
ギ
リ
ス
の
『
家
庭
大
学
叢
書
』
の
中
の
『
古
代
芸
術

と
儀
式
』（A

ncient	A
rt	and	Ritual

、
一
九
一
三
年
）
で
あ
る
。
彼
女
が
、
ギ
リ
シ
ア
戯
曲
を
用
い
て
、
芸
術
が
儀
式
か
ら
変

化
し
て
き
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
を
非
常
に
面
白
く
感
じ
た
。（
中
略
）
ハ
リ
ソ
ン
は
ギ
リ
シ
ア
宗
教
の
専
門
家
で
、
そ

の
重
要
な
著
作
で
私
が
持
っ
て
い
る
の
は
何
冊
か
あ
る
。『
ギ
リ
シ
ア
宗
教
研
究
序
論
』（Prolegom

ena	to	the	Study	of	

Greek	Religion

、
一
九
二
二
年
、
三
版
）、『
テ
ミ
ス
』（T

hem
is

、
一
九
二
七
年
、
二
版
）、『
ギ
リ
シ
ア
宗
教
研
究
結
論
』

（Epilegom
ena

、
一
九
二
一
年
）
で
あ
る
。“A

lpha	and	O
m

ega ”

（『
一
と
亥
』
と
訳
す
べ
き
か
？
）
一
冊
は
未
だ
に
手
に
入

れ
て
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
ま
た
三
冊
の
小
さ
な
本
が
あ
り
、
お
よ
そ
上
述
の
本
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
簡
潔

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
そ
ら
ん
じ
る
こ
と
が
で
き
る）

（（
（

。

そ
し
て
、“M

ythology ”

（
一
九
二
四
年
）、“Religion	of	A

ncient	Greece ”

（
一
九
〇
五
年
）、“M

yths	of	Greece	and	Rom
e ”

（
一

九
二
七
年
）
三
冊
を
挙
げ
て
い
る
。
周
作
人
は
ハ
リ
ソ
ン
の
著
作
を
ほ
ぼ
集
め
て
お
り
、
ハ
リ
ソ
ン
へ
の
関
心
の
強
さ
が
伺
え
る
。
神

話
儀
礼
学
派
の
一
人
で
あ
る
ハ
リ
ソ
ン
の
主
張
の
主
な
特
徴
は
、
神
話
が
古
代
の
儀
式
・
宗
教
か
ら
発
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
神
話
解

釈
は
古
代
の
儀
式
・
宗
教
の
研
究
を
踏
ま
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
に
な
る
、
と
す
る
点
に
あ
る
。
周
作
人
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
を
論
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じ
る
際
、
し
ば
し
ば
ハ
リ
ソ
ン
の
論
を
踏
ま
え
て
論
じ
て
お
り
、
特
に
よ
く
用
い
た
の
は“M

ythology ”

で
あ
る
。
周
作
人
は

“M
ythology ”

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

百
五
十
ペ
ー
ジ
の
小
さ
な
本
だ
が
、
説
明
が
非
常
に
要
領
を
得
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
物
語
を
語
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
神
々
の
起

源
と
変
遷
を
解
説
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
神
話
集
で
は
な
く
神
話
学
の
性
質
を
持
っ
て
お
り
、
神
話
を
理
解
す
る
の
に

極
め
て
役
に
立
つ）

（（
（

。

そ
し
て
、
こ
の
本
を
抄
訳
し
て
「
論
鬼
臉
」（
一
九
二
五
年
八
月
『
語
絲
』
四
二
期
）、「
希
臘
神
話
引
言
」（
一
九
二
六
年
八
月
『
語

絲
』
九
四
期
）、「
論
山
母
」（
一
九
二
八
年
一
月
『
北
新
』
二
巻
五
号
）
の
三
篇
を
発
表
し
て
い
る
。
周
作
人
が
ギ
リ
シ
ア
神
話
を
論

じ
る
際
に
、
ハ
リ
ソ
ン“M

ythology ”

を
重
要
な
論
拠
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
九
二
五
年
に
発
表
し
た
「
論
鬼
臉
」
以
降
、

一
九
四
四
年
の
「
我
的
雑
学
之
六
」
ま
で
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
・
ギ
リ
シ
ア
を
論
じ
る
際
に
、
周
作
人
は
ハ
リ
ソ
ン
の
次
の
言
葉
を
繰
り

返
し
引
用
し
て
い
る
。

注
意
す
べ
き
は
ギ
リ
シ
ア
人
が
彼
ら
の
神
話
の
中
の
ゴ
ル
ゴ
ン
の
あ
の
醜
悪
さ
を
我
慢
で
き
ず
、
そ
れ
を
可
愛
く
憂
い
を
含
ん
だ

女
性
の
顔
に
変
え
た
こ
と
で
あ
る
。
あ
の
大
地
の
母
の
ゴ
ル
ゴ
ン
の
姿
に
も
、
や
は
り
我
慢
で
き
な
か
っ
た
。
宗
教
の
中
の
恐
怖

の
要
素
を
取
り
除
く
こ
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
の
芸
術
家
と
詩
人
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
私
た
ち
が
ギ
リ
シ
ア
の
神
話
作
者
に
負

っ
て
い
る
最
大
の
借
り
で
あ
る）

（（
（

。
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ま
た
、「
希
臘
閑
話
」（
一
九
二
六
年
）
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ギ
リ
シ
ア
の
宗
教
に
は
、
専
門
の
祭
司
た
ち
が
お
ら
ず
、
特
定
の
聖
書
も
な
か
っ
た
。
宗
教
上
の
伝
説
を
保
存
し
て
い
た
の
は
一

群
の
詩
人
と
芸
術
家
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
彼
ら
は
原
始
時
代
か
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
醜
い
要
素
を
次
第
に
美
し
く
変
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
あ
る）

（（
（

。

そ
し
て
、
ゴ
ル
ゴ
ン
や
復
讐
の
女
神
エ
リ
ニ
ュ
ス
の
例
を
挙
げ
た
上
で
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

以
上
は
す
べ
て
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
恐
怖
と
醜
悪
を
美
に
変
え
た
顕
著
な
例
で
あ
る
。
こ
う
し
た
「
美
化
の
精
神
」
は
、
他
で
も

な
い
ギ
リ
シ
ア
人
の
現
世
主
義
と
美
を
愛
す
る
意
識
の
充
分
な
表
現
で
あ
る
。［
こ
の
「
美
化
の
精
神
」
は
］
文
化
の
進
化
と
極

め
て
関
係
が
深
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
世
の
暗
黒
時
代
が
ル
ネ
サ
ン
ス
に
転
じ
た
こ
と
は
、
一
つ
の
実
例
と
み
な
す
こ
と
が
で
き

る）
（（
（

。

周
作
人
は
、
ハ
リ
ソ
ン
が
論
じ
る
ギ
リ
シ
ア
神
話
・
宗
教
に
お
け
る
恐
怖
の
要
素
の
除
去
、
そ
し
て
そ
れ
を
「
美
化
す
る
精
神
」
を

高
く
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
中
世
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
へ
の
変
化
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
文
化
の
進
化
の
原
動
力
と
位
置
付
け
て
も
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
「
希
臘
閑
話
」
で
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
特
徴
を
「
現
世
主
義
」
と
「
愛
美
の
精
神
」
の
二
つ
と
し
た
上
で
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
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中
国
の
現
世
主
義
は
尊
敬
に
値
す
る
。（
中
略
）
し
か
し
中
国
文
明
に
は
ギ
リ
シ
ア
文
明
の
よ
う
に
美
を
愛
す
る
特
長
が
な
い
。

そ
の
た
め
似
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
俗
悪
な
方
面
に
流
れ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
の
で
あ
る）

（（
（

。

中
国
に
は
「
現
世
主
義
」
が
あ
る
が
「
愛
美
の
精
神
」
に
欠
け
て
い
る
と
述
べ
、
ギ
リ
シ
ア
の
「
愛
美
の
精
神
」
を
学
ぶ
必
要
を
説

い
て
い
る
。
二
十
年
近
く
経
っ
て
か
ら
書
い
た
「
希
臘
之
餘
光
」（
一
九
四
四
年
八
月
「
芸
文
雑
誌
」
七―

八
期
）
で
も
同
様
の
趣
旨

を
繰
り
返
し
て
い
る
。
周
作
人
が
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
、
さ
ら
に
は
ギ
リ
シ
ア
文
化
に
対
す
る
見
方
に
お
い
て
、
ハ
リ
ソ
ン
の
論
か
ら
学

ん
だ
も
の
は
「
美
化
の
精
神
」
あ
る
い
は
「
愛
美
の
精
神
」
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
ハ
リ
ソ
ン
は
、
周
作
人
も
手
に
し
て
い
た
晩
年
の
著
作“T

hem
i

）
（（
（s ”

（
一
九
一
二
年
）
の
第
二
版
へ
の
前
書
き
で
、
ニ

ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
に
関
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
は
こ
の
［
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
の
神
々
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
の
］
問
題
に
つ
い
て
は
ニ
ー
チ
ェ
の
弟
子
で
あ
る
。
人
間
性
に
は
ダ
イ

モ
ン
で
あ
る
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
の
陶
酔
（
現
象
の
後
ろ
側
に
あ
る
苦
し
み
の
意
思
の
中
へ
の
逃
避）

（（
（

）
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
お

そ
ら
く
そ
れ
以
上
に
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
の
ア
ポ
ロ
の
「
形
象
に
よ
る
慰
撫）

（（
（

」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
、
私
は
決
し
て
忘
れ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い）

（（
（

。

ニ
ー
チ
ェ
は
、
そ
の
処
女
作
『
悲
劇
の
誕
生
』（
一
八
七
二
年
）
に
お
い
て
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
成
立
に
至
る
ギ
リ
シ
ア
文
化
発
展

の
過
程
を
、「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
と
「
ア
ポ
ロ
（
ア
ポ
ロ
ン
）
的
な
も
の
」
と
の
せ
め
ぎ
合
い
に
よ
っ
て
描
き
出
し
て
い

る
。
こ
の
作
品
で
ニ
ー
チ
ェ
は
、
ア
ポ
ロ
を
含
む
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
の
神
々
の
成
立
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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ギ
リ
シ
ア
人
は
生
存
の
恐
怖
と
驚
愕
の
数
々
を
よ
く
知
り
、
ま
た
感
じ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
お
よ
そ
生
き
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
る

た
め
に
は
、
こ
う
し
た
恐
ろ
し
い
も
の
の
前
に
、
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
神
族
と
い
う
か
が
や
か
し
い
夢
の
所
産
を
す
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
生
き
る
た
め
に
、
ギ
リ
シ
ア
人
は
こ
れ
ら
の
神
々
を
、
最
も
深
い
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
創
り
出

さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
経
過
は
お
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
想
像
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
始
の
巨
人
の
世
界
、
恐
怖
に
よ
る

神
々
の
秩
序
か
ら
、
あ
の
ア
ポ
ロ
的
な
美
の
衝
動
に
よ
っ
て
緩
慢
な
推
移
の
う
ち
に
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
の
世
界
、
歓
喜
に
よ
る
神
々

の
秩
序
が
発
展
し
た）

（（
（

つ
ま
り
、「
ア
ポ
ロ
的
な
美
の
衝
動
」
に
よ
り
「
美
化
」
さ
れ
る
こ
と
で
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
オ
リ
ュ
ン
ポ
ス
の
神
々
が
、
現
在
に

残
る
美
し
い
姿
に
な
っ
た
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
、
ハ
リ
ソ
ン
は
ニ
ー
チ
ェ
の
『
悲
劇
の
誕
生
』
か
ら
学
ん
で
い
た
と
言
え
る
。
ニ

ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
の
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
と
「
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
」
と
に
よ
る
ギ
リ
シ
ア
文
化
発
展
の
理
論
が
、

ハ
リ
ソ
ン
の
神
話
研
究
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
の
「
美
化
の
精
神
」
と
い
う
考
え
方
の
背
後
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
周
作
人
が

ハ
リ
ソ
ン
の
神
話
学
を
踏
ま
え
て
論
じ
た
ギ
リ
シ
ア
の
「
美
化
の
精
神
」
の
背
後
に
も
、
ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
の
ギ
リ
シ
ア
像

が
存
在
し
て
い
た
と
言
え
よ
う）

（（
（

。

三　
「
生
活
の
芸
術
」
と
エ
リ
ス
、
ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』

周
作
人
が
強
い
関
心
を
寄
せ
た
イ
ギ
リ
ス
の
性
心
理
学
者
ハ
ヴ
ェ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス
（
一
八
五
九―

一
九
三
九
）
も
ニ
ー
チ
ェ
に
深

い
関
心
を
持
ち
、
ニ
ー
チ
ェ
の
生
前
に
ニ
ー
チ
ェ
論
を
発
表
し
て
い
た
の
で
次
に
見
て
み
た
い
。
周
作
人
が
最
初
に
本
格
的
に
エ
リ
ス
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に
つ
い
て
論
じ
た
「
藹
理
斯
的
話
（
エ
リ
ス
の
言
葉
）」（
一
九
二
四
年
二
月
）
で
「
ハ
ヴ
ェ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス
は
私
の
尊
敬
す
る
思
想

家
の
一
人
で
あ
る）

（（
（

」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
周
作
人
は
エ
リ
ス
の
思
想
を
非
常
に
高
く
評
価
し
て
い
た
。
そ
し
て
、「
生
活
之
芸
術
」

（
一
九
二
四
年
一
一
月
）
に
お
い
て
、
周
作
人
は
「
生
活
の
芸
術
」・「
中
庸
」
を
論
じ
る
際
に
、
エ
リ
ス
の‘St.	Francis	and	

O
thers ’

か
ら
引
用
し
つ
つ
論
を
進
め
て
い
る
。「
生
活
之
芸
術
」
は
周
作
人
が
、「
生
活
の
芸
術
」・「
中
庸
」
を
語
っ
た
重
要
な
文
章

で
あ
り
、
エ
リ
ス
の
思
想
が
こ
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
は
既
に
多
く
の
指
摘
が
あ
る）

（（
（

。

と
こ
ろ
で
、
周
作
人
が
引
用
し
た‘St.	Francis	and	O

thers ’

が
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
集“A

ffi
rm

atio

）
（（
（n ”

に
は
、「
ニ
ー
チ
ェ

論
」
が
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。
収
録
さ
れ
た
論
文
の
中
で
最
も
長
い
こ
の
ニ
ー
チ
ェ
論
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
生
前
に
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
周
作
人
も
入
手
し
た
ミ
ュ
ゲ
（M

ügge

）
に
よ
る
ニ
ー
チ
ェ
の
伝
記
・
批
評“N

ietzsche,	H
is	Life	and	W

or

）
（（
（k ”

は
、
エ
リ

ス
の
論
文
を
、
英
語
で
書
か
れ
た
優
れ
た
ニ
ー
チ
ェ
論
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
先
ず
エ
リ
ス
の
ニ
ー
チ
ェ
論
に
つ
い
て
見
て

み
た
い
。
エ
リ
ス
は
「
ニ
ー
チ
ェ
論
」
で
ニ
ー
チ
ェ
の
ギ
リ
シ
ア
像
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る
問
題
と
そ
の
解
決
と
、
現
代
の
世
界
に
お
け
る
問
題
と
そ
の
解
決
と
の
間
の
関
係
を
把
握
す
る
と
い
う

点
は
、
彼
の
仕
事
す
べ
て
に
渡
る
特
徴
で
あ
る）

（（
（

。

さ
ら
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ニ
ー
チ
ェ
に
と
っ
て
ギ
リ
シ
ア
世
界
は
、
ヴ
ィ
ン
ケ
ル
マ
ン
や
ゲ
ー
テ
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
美
し
い
平
凡
さ
の
モ
デ
ル
で
は
な
く
、

ま
た
プ
ラ
ト
ン
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
修
辞
学
の
理
想
主
義
の
時
代
か
ら
来
た
も
の
で
も
な
い
。
本
来
の
ギ
リ
シ
ア
世
界
は
も
っ
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と
早
く
や
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
真
の
ギ
リ
シ
ア
人
は
、
生
命
に
魅
惑
さ
れ
た
た
く
ま
し
い
現
実
主
義
者
で
あ
り
、
生

命
の
現
れ
や
し
る
し
を
崇
め
、
生
命
に
お
け
る
あ
の
性
欲
の
シ
ン
ボ
ル
に
最
高
の
敬
意
を
払
っ
た）

（（
（

。（
傍
線
：
筆
者
）

つ
ま
り
、
ニ
ー
チ
ェ
が
、
プ
ラ
ト
ン
以
前
の
ギ
リ
シ
ア
を
「
本
来
の
ギ
リ
シ
ア
」
と
し
、
ギ
リ
シ
ア
人
を
「
生
命
に
魅
惑
さ
れ
た
た

く
ま
し
い
現
実
主
義
者
」
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
エ
リ
ス
は
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
エ
リ
ス
の
指
摘
か
ら
も
、
ニ
ー
チ
ェ
の
ギ
リ
シ
ア

人
像
が
、「
生
を
求
め
る
熱
烈
な
欲
求
」
で
「
美
し
く
健
全
な
充
実
し
た
生
活
」
を
求
め
る
と
い
う
周
作
人
の
ギ
リ
シ
ア
人
像
に
通
じ

る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
次
に
エ
リ
ス
が
、
ニ
ー
チ
ェ
の
処
女
作
『
悲
劇
の
誕
生
』
を
取
り
上
げ
て
、
ニ
ー
チ
ェ
の
古
代
ギ
リ

シ
ア
像
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
部
分
を
見
て
み
た
い
。

彼
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
二
つ
の
芸
術
的
衝
動
の
軌
跡
を
辿
っ
て
い
る
。
一
つ
は
夢
の
現
象
に
始
ま
る
も
の
で
、
彼
は
こ
れ
を
ア
ポ

ロ
と
結
び
つ
け
た
。
も
う
一
つ
は
陶
酔
の
現
象
に
始
ま
る
も
の
で
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
と
結
び
つ
け
た）

（（
（

。

そ
し
て
、『
悲
劇
の
誕
生
』
を
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
の
中
に
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い
る
。

『
悲
劇
の
誕
生
』
は
ニ
ー
チ
ェ
の
全
作
品
の
序
章
で
あ
る
。
彼
は
こ
こ
か
ら
成
長
し
た
が
、
し
か
し
少
な
く
と
も
一
つ
の
点
に
お

い
て
、
彼
の
全
作
品
を
通
じ
て
繰
り
返
さ
れ
る
一
つ
の
音
を
響
か
せ
て
い
る
。（
中
略
）
彼
は
か
つ
て
ギ
リ
シ
ア
の
デ
ィ
オ
ニ
ュ

ソ
ス
の
概
念
を
生
命
の
神
秘
へ
の
鍵
と
み
な
し
た）

（（
（

。
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エ
リ
ス
は
続
け
て
、
ニ
ー
チ
ェ
『
偶
像
の
黄
昏）

（（
（

』（
一
八
八
八
年
）
を
引
用
す
る
。

彼
（
ニ
ー
チ
ェ
）
は
こ
う
書
い
て
い
る
。「
ギ
リ
シ
ア
の
根
本
的
な
本
能
は
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
の
密
儀
の
中
で
初
め
て
明
ら
か
に

さ
れ
る
。
ギ
リ
シ
ア
人
が
こ
れ
ら
の
密
儀
に
お
い
て
確
か
め
よ
う
と
し
た
も
の
は
何
か
。
永
遠
の
生
、
永
遠
に
回
帰
す
る
生
、
現

在
に
お
い
て
約
束
さ
れ
清
め
ら
れ
た
未
来
、
死
と
変
化
と
を
乗
り
越
え
た
勝
ち
誇
っ
た
生
の
肯
定
、
生
殖
を
通
じ
て
の
、
そ
し
て

性
の
密
儀
を
通
じ
て
の
『
真
の
』
生
、
ま
た
は
不
死
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
古
代
の
信
仰
全
般
に
お
い
て
、
性
の
シ
ン
ボ
ル
は
ギ

リ
シ
ア
人
た
ち
の
最
も
根
源
的
な
、
最
も
尊
い
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た）

（（
（

。

エ
リ
ス
は
ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
に
お
い
て
、
ニ
ー
チ
ェ
が
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
を
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
根
底
の
原

動
力
と
し
て
い
る
点
を
高
く
評
価
し
、
さ
ら
に
、
ニ
ー
チ
ェ
の
生
涯
に
わ
た
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
ニ
ー
チ
ェ
の

『
悲
劇
の
誕
生
』
に
お
け
る
「
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
」
と
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
と
い
う
構
図
を
詳
し
く
見
て
み
た
い
。
ニ
ー

チ
ェ
は
「
芸
術
の
発
展
と
い
う
も
の
は
、
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
と
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
と
い
う
二
重
性
に
結
び
つ
い
て
い
る）

（（
（

」（
傍

線
：
筆
者
）
と
し
て
、
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
成
立
に
至
る
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
発
展
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
。

デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
と
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
が
、
次
か
ら
次
と
た
え
ず
新
た
に
子
供
を
も
う
け
て
、
た
が
い
に
高
ま
り
つ
つ
、

ギ
リ
シ
ア
的
な
本
質
を
支
配
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
、
巨
人
た
ち
の
戦
い
や
し
ん
ら
つ
な
民
間
哲
学
を
も
つ
「
青
銅
」
時
代
か
ら
、

ア
ポ
ロ
的
な
美
の
衝
動
の
支
配
の
も
と
で
、
ホ
メ
ロ
ス
的
世
界
が
展
開
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
、
こ
の
「
素
朴
」
な
壮
麗
さ
も
デ

ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
の
激
流
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
、
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
が
こ
の
新
興
勢
力
に
対
し
て
、
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ド
ー
リ
ス
式
芸
術
と
ド
ー
リ
ス
式
世
界
観
の
硬
直
し
た
威
厳
を
も
っ
て
立
ち
は
だ
か
っ
た
と
い
う
こ
と
ど
も
で
あ
る）

（（
（

。

「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
」
な
「
青
銅
時
代
」（
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
お
け
る
自
然
の
威
力
の
形
象
化
で
あ
る
巨
人
族
の
時
代
）
が
、
ホ
メ

ロ
ス
が
叙
事
詩
を
詠
っ
た
「
ア
ポ
ロ
的
」
な
時
代
に
転
じ
る
。
そ
の
後
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
信
仰
が
ギ
リ
シ
ア
に
入
り
込
ん
で
く
る

「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
」
な
時
代
が
訪
れ
、
さ
ら
に
、
ま
た
ド
ー
リ
ア
式
芸
術
の
「
ア
ポ
ロ
的
」
な
時
代
（
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
に
代
表

さ
れ
る
）
に
転
じ
た
と
ニ
ー
チ
ェ
は
描
い
て
い
る
。
ニ
ー
チ
ェ
は
さ
ら
に
、
そ
の
後
、「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
と
「
ア
ポ
ロ

的
な
も
の
」
と
の
相
互
補
完
的
結
合
に
よ
り
ギ
リ
シ
ア
史
上
最
高
の
芸
術
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
時
代
が
訪
れ
た
と
論
じ
る
。
こ
の

ニ
ー
チ
ェ
の
ギ
リ
シ
ア
史
観
を
図
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

「
青
銅
時
代
」（
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
）
→
ホ
メ
ロ
ス
の
時
代
（
ア
ポ
ロ
的
）
→
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
信
仰
侵
入
の
時
代
（
デ
ィ
オ
ニ
ュ

ソ
ス
的
）
→
ド
ー
リ
ア
式
芸
術
の
時
代
（
ア
ポ
ロ
的
）
→
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
の
時
代
（
ア
ポ
ロ
的
か
つ
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
）

次
に
、「
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
」
と
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
と
い
う
二
つ
の
要
素
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。「
ア
ポ
ロ
的
な
も

の
」
に
つ
い
て
、
ニ
ー
チ
ェ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

個
体
化
の
こ
の
神
格
化
（
ア
ポ
ロ
）
は
、
そ
れ
が
一
般
的
に
命
令
的
で
掟
を
与
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
個
体
と
い

う
一
つ
の
掟
し
か
知
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
個
体
の
限
界
を
守
る
こ
と
、
ギ
リ
シ
ア
的
意
味
で
の
節
度）

（（
（

で
あ
る
。
倫
理
的
な
神
と

し
て
の
ア
ポ
ロ
が
そ
の
信
奉
者
た
ち
に
要
求
す
る
の
は
節
度
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
自
己
認
識
を
求
め
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る
。
こ
う
し
て
美
し
く
あ
れ
と
い
う
美
的
要
求
と
な
ら
ん
で
、「
な
ん
じ
自
身
を
知
れ
！
」、「
度
を
す
ご
す
な
か
れ
！
」
と
い
う

要
求
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る）

（（
（

。（
傍
線
：
筆
者
）

一
方
、「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

個
体
は
そ
の
す
べ
て
の
限
界
や
節
度
も
ろ
と
も
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
状
態
の
忘
我
の
う
ち
に
没
落
し
、
さ
ま
ざ
ま
の
ア
ポ
ロ
的

掟
を
忘
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
覆
い
か
く
さ
れ
て
い
た
過
度）

（（
（

は
そ
の
正
体
を
あ
ら
わ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
真
実
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、

矛
盾
が
、
苦
痛
か
ら
生
ま
れ
る
歓
喜
が
、
自
然
の
胸
か
ら
出
て
、
自
分
に
つ
い
て
語
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ

ソ
ス
的
な
も
の
が
浸
透
し
て
い
っ
た
す
べ
て
の
と
こ
ろ
で
、
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
は
止
揚
さ
れ
、
絶
滅
さ
れ
た）

（（
（

。（
傍
線
：
筆
者
）

「
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
」
は
「
節
度
」
で
あ
り
、「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
は
「
過
度
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
こ
で
、
周
作
人
が
「
生
活
之
芸
術
」
に
お
い
て
、「
生
活
の
芸
術
」
を
論
じ
る
際
に
引
用
し
た
エ
リ
ス
の
言
葉
を
、
詳
し
く
見
て

み
た
い
。
周
作
人
は
、「
生
活
の
芸
術
は
禁
欲
と
放
縦
の
調
和
の
中
に
の
み
あ
る
」
と
し
て
、
エ
リ
ス
の
次
の
言
葉
を
引
用
す
る
。

生
活
の
芸
術
の
す
べ
て
は
、
解
放
と
抑
制
の
絶
妙
な
混
合
に
あ
る
。（
禁
欲
と
耽
溺
の
：
周
作
人
の
注
記
）
い
ず
れ
か
一
方
を
生
の

究
極
の
目
的
と
す
る
者
は
、
生
活
を
始
め
る
以
前
に
死
ぬ
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
方
に
転
ず
る
以
前
に
、
一
方
の
過
程
を
過
度
に
ま

で
進
ん
だ
者
は
、
生
が
如
何
な
る
も
の
か
を
確
か
に
学
ぶ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
型
に
は
ま
っ
た
聖
人
の
記
憶
の
み
を
残
す
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
二
つ
の
理
想
を
尊
重
す
る
者
の
み
が
、
生
の
賢
明
な
る
巨
匠
で
あ
る）

（（
（

。
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エ
リ
ス
の
「
抑
制
（holding	in

）
と
解
放
（letting	go

）」
と
を
周
作
人
は
「
禁
欲
と
放
縦
」
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
抑
制

と
解
放
」、「
禁
欲
と
放
縦
」
と
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
節
度
（
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
）
と
過
度
（
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
）」
と
に
対

応
し
て
い
る
と
言
え
る
。

エ
リ
ス
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

生
命
の
活
動
の
す
べ
て
は
、
建
設
と
破
壊
、
吸
収
と
放
出
、
永
続
的
な
同
化
と
異
化
の
周
期
的
な
繰
り
返
し
で
あ
る）

（（
（

。

エ
リ
ス
の
「
建
設
と
破
壊
」
と
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
言
う
「
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
」
の
造
形
的
性
質
と
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」

の
破
壊
的
性
質
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ニ
ー
チ
ェ
は
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

［
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
衝
動
と
ア
ポ
ロ
的
な
衝
動
と
の
結
合
に
よ
り
］
ア
ッ
テ
ィ
カ
悲
劇
（
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
）
と
い
う
、
デ
ィ

オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
で
あ
る
と
同
時
に
ア
ポ
ロ
的
で
も
あ
る
芸
術
品
を
生
み
出
す）

（（
（

。

ニ
ー
チ
ェ
は
、「
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
」
と
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
と
の
相
互
補
完
的
結
合
に
よ
り
、「
最
高
の
芸
術
」
で
あ

る
ギ
リ
シ
ア
悲
劇
が
生
ま
れ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、「
ア
ポ
ロ
は
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
な
し
に
は
生
き
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
」
と
も
述
べ
る
よ
う
に
、「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
と
「
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
」
と
い
う
二
要
素
は
相
互
に
不
可
欠
の
関
係
に

あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
は
エ
リ
ス
の
主
張
す
る
「
生
活
の
芸
術
（the	art	of	living

）」（
ま
た
は
「
よ
く
生
き
る
こ
と
（fine	
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living
）」）
が
、「
禁
欲
」
と
「
放
縦
」
の
双
方
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
「
絶
妙
な
混
合
」
に
よ
っ
て
の
み
可
能
と
な
る
も
の
で
あ
る

の
と
ほ
ぼ
重
な
る
構
図
で
あ
る
。
先
述
の
よ
う
に
エ
リ
ス
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
を
重
視
し
、
高
く
評
価

し
て
い
た
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、「
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
」
と
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
と
い
う
二
要
素
の
構
図
も
、
自

己
の
理
論
に
お
い
て
「
抑
制
と
解
放
」
と
い
う
構
図
の
形
で
受
け
入
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
ニ
ー
チ
ェ
は
、「
デ
ィ
オ
ニ
ュ

ソ
ス
的
な
も
の
」
と
「
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
」
と
い
う
二
要
素
は
、
相
克
・
止
揚
す
る
こ
と
で
相
互
補
完
的
結
合
に
向
か
っ
て
ギ
リ
シ
ア

文
化
が
発
展
し
て
き
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
エ
リ
ス
の
論
を
見
る
と
、
周
作
人
は
こ
う
要
約
し
て
述
べ
て
い
る
。

生
活
の
芸
術
は
、
た
だ
禁
欲
と
放
縦
の
調
和
に
の
み
あ
る
。
エ
リ
ス
は
宗
教
の
禁
欲
主
義
を
退
け
た
が
禁
欲
も
ま
た
人
の
性
質
の

一
面
で
あ
り
、
歓
楽
と
節
制
の
二
者
は
併
存
す
る
も
の
で
、
な
お
且
つ
相
反
す
る
の
で
は
な
く
、
実
は
互
い
に
補
い
合
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
人
に
は
禁
欲
の
傾
向
が
あ
り
、
そ
の
た
め
歓
楽
が
度
を
越
す
こ
と
を
防
ぎ
、
更
に
こ
れ
に
よ
っ
て
歓
楽
の
程
度
を
増

加
さ
せ
る
の
で
あ
る）

（（
（

。

「
放
縦
」
と
「
禁
欲
」
は
相
互
補
完
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
い
次
元
に
発
展
す
る
も
の
と
言
え
る
。
エ
リ
ス
の
「
生
活
の
芸
術
」
論
は
、

「
放
縦
」
と
「
禁
欲
」
と
い
う
二
要
素
が
、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
と
「
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
」
と
い
う
二
要
素

に
対
応
す
る
の
み
な
ら
ず
、
二
要
素
の
相
克
・
止
揚
に
よ
り
相
互
補
完
的
結
合
へ
向
か
っ
て
ギ
リ
シ
ア
文
化
が
発
展
し
た
と
い
う
構
図

自
体
も
踏
ま
え
て
い
る
と
言
え
る
。
従
っ
て
、
こ
の
エ
リ
ス
の
論
を
踏
ま
え
た
周
作
人
の
「
生
活
の
芸
術
」
論
の
背
後
に
も
、
ニ
ー
チ

ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
に
論
じ
ら
れ
た
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
と
「
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
」
の
相
克
・
止
揚
に
よ
る
相
互
補
完
的

結
合
へ
向
け
て
の
発
展
と
い
う
ギ
リ
シ
ア
像
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
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む
す
び　

周
作
人
と
ニ
ー
チ
ェ
の
ギ
リ
シ
ア
像

周
作
人
は
後
年
、「
我
的
雑
学
之
十
二
」
で
、
エ
リ
ス
の
理
論
を
解
説
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

エ
リ
ス
の
思
想
は
中
庸
で
あ
る
と
私
が
言
う
の
は
、
決
し
て
で
た
ら
め
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
こ
の
言
葉
で
言
い
尽
く
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
西
洋
に
も
中
庸
の
思
想
が
あ
り
、
す
な
わ
ち
ギ
リ
シ
ア
で
は
「
中
庸
」
を
「
節
度
あ
る
こ
と
」
と
言
う
。

も
と
も
と
の
意
味
は
「
健
全
な
る
心
」
で
あ
る
。
そ
の
反
対
は
「
過
度
」
で
あ
り
、
も
と
も
と
の
意
味
は
「
常
識
を
超
え
て
ほ
し

い
ま
ま
に
す
る
こ
と
」
を
言
う）

（（
（

。（「
我
的
雑
学
之
十
二
」
一
九
四
四
年
）

周
作
人
は
、
エ
リ
ス
が
「
禁
欲
」
と
「
放
縦
」
と
で
述
べ
て
い
る
の
は
「
中
庸
」
の
思
想
で
あ
り
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
も
「
過
度
を
忌

み
節
度
を
尊
ぶ
」
中
庸
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
周
作
人
は
エ
リ
ス
の
「
禁
欲
」
と
「
放
縦
」
と
い
う
論
を
、
古
代
ギ
リ

シ
ア
の
「
中
庸
」
の
概
念
を
踏
ま
え
て
見
て
い
た
と
言
え
る
。
先
述
の
よ
う
に
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
「
節
度
」
と
「
過
度
」
の
構
図
は
、

ニ
ー
チ
ェ
の
「
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
」
と
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
の
構
図
に
対
応
し
て
い
た
。
ま
た
、
ニ
ー
チ
ェ
の
こ
の
構
図

を
踏
ま
え
て
、
エ
リ
ス
は
「
禁
欲
」
と
「
放
縦
」
の
構
図
を
述
べ
て
い
た
。
従
っ
て
、
周
作
人
の
ギ
リ
シ
ア
像
の
背
後
に
は
、
ニ
ー
チ

ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
の
ギ
リ
シ
ア
像
が
存
在
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
自
ら
の
ギ
リ
シ
ア
像
と
エ
リ
ス
の
理
論
を
踏
ま
え
て

論
じ
た
「
生
活
の
芸
術
」・「
中
庸
」
の
背
後
に
も
、
ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
の
ギ
リ
シ
ア
像
が
存
在
し
て
い
た
と
言
え
る
。
こ
の

ギ
リ
シ
ア
像
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
文
化
が
「
ア
ポ
ロ
的
な
も
の
」
と
「
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
的
な
も
の
」
の
相
克
・
止
揚
に
よ
り
発
展
し



�（�

周作人とニーチェ

相
互
補
完
的
結
合
へ
至
る
と
い
う
、
文
化
発
展
の
構
図
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
周
作
人
の
主
張
す
る
「
生
活
の
芸

術
」・「
中
庸
」
と
は
、「
禁
欲
」
と
「
放
縦
」
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
よ
り
も
、
こ
の
二
要
素
の
相
克
・
止
揚
に
よ
り
相
互
補
完
的

結
合
へ
向
か
っ
て
発
展
し
て
い
く
と
い
う
側
面
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。「
生
活
之
芸
術
」
の
結
び
に
お
い
て
、「
西

方
文
化
の
基
礎
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
文
化
と
相
合
一
す
る
こ
と
」
に
よ
り
、「
中
国
の
新
し
い
文
明
を
造
り
出
す
」
こ
と
を
目
指
す）

（（
（

と
、

周
作
人
が
述
べ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
ハ
リ
ソ
ン
を
踏
ま
え
て
、
ギ
リ
シ
ア
の
「
美
化
の
精
神
」
に
つ
い
て
論
じ
た

先
述
の
主
張
と
も
つ
な
が
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
を
中
世
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
へ
と
発
展
さ
せ
る
原
動
力
と
な
っ
た
、
ギ
リ
シ
ア
の
「
美

化
の
精
神
」
を
中
国
に
取
り
入
れ
る
必
要
を
、
周
作
人
は
論
じ
て
い
た
。
中
国
の
新
し
い
文
化
の
発
展
の
た
め
に
、
ギ
リ
シ
ア
の
「
美

化
の
精
神
」
を
重
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

周
作
人
は
、
エ
リ
ス
と
ハ
リ
ソ
ン
を
踏
ま
え
て
中
国
の
新
し
い
文
化
の
発
展
の
方
向
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
支
え
て
い
た
の
は

ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
に
お
け
る
ギ
リ
シ
ア
像
・
文
化
発
展
の
構
図
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
を
踏

ま
え
た
ギ
リ
シ
ア
像
は
、
周
作
人
が
、
中
国
文
化
が
目
指
す
べ
き
文
化
の
あ
り
方
を
論
じ
る
際
の
重
要
な
基
礎
を
支
え
て
い
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
�
）
拙
稿
『
周
作
人
と
ギ
リ
シ
ア
文
学
』（
コ
ン
テ
ン
ツ
ワ
ー
ク
ス
株
式
会
社
、
二
〇
〇
四
年
四
月
）、
同
「
周
作
人
と
ギ
リ
シ
ア
文
学―

一
九
二
一
年
に
お
け
る
転
回
を
中
心
に
」（『
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』
第
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
）。

（
（
）Friedrich	N

ietzsche	 “D
ie	 Geburt	der	T

ragödie ”	(�（（（)

（
（
）
高
山
樗
牛
、
登
張
竹
風
（
信
一
郎
）、
姉
崎
嘲
風
（
正
治
）、
長
谷
川
天
渓
ら
に
よ
り
「
美
的
生
活
」
な
ど
ニ
ー
チ
ェ
を
巡
る
評
論
が
多
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数
発
表
さ
れ
た
。

（
（
）
尾
上
兼
英
「
魯
迅
と
ニ
ー
チ
ェ
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
十
三
集
、
一
九
六
一
年
）、
北
岡
正
子
「
魯
迅
の
『
進
化
論
』」（
東
京
大
学

中
国
文
学
研
究
室
編
『
近
代
中
国
の
思
想
と
文
学
』、
一
九
六
七
年
七
月
、
大
安
）、
伊
藤
虎
丸
「
魯
迅
に
お
け
る
ニ
ー
チ
ェ
の
受
容
に
つ

い
て
」（『
外
国
文
学
研
究
』、
一
九
七
三
年
三
月
、
広
島
大
学
教
養
部
）、
伊
藤
虎
丸
『
魯
迅
と
終
末
論―

近
代
リ
ア
リ
ズ
ム
の
成
立
』（
一

九
七
五
年
一
一
月
、
龍
渓
書
舎
）、
伊
藤
虎
丸
『
魯
迅
と
日
本
人
：
ア
ジ
ア
の
近
代
と
「
個
」
の
思
想
』（
一
九
八
三
年
四
月
、
朝
日
選
書
、

朝
日
新
聞
社
）。

（
（
）Friedrich	N

ietzsche	 “A
lso	 Sprache	Zarathustra ”	(�（（（ -（（)

（
（
）「
関
於
魯
迅
之
二
」
一
九
三
六
年
一
二
月
一
日
『
宇
宙
風
』
第
三
〇
期
。「
德
国
则
只
取
尼
采
一
人
、
《
札
拉
图
斯
忒
拉
如
是
说
》
常
在
案

头
、
曾
将
序
说
一
篇
译
出
登
在
杂
志
上
、
这
大
约
是
《
新
潮
》
吧
。
尼
采
之
进
化
论
的
伦
理
观
我
也
觉
得
很
有
意
思
、
但
是
我
不
喜
欢
演

剧
式
的
东
西
、
那
种
格
调
与
文
章
就
不
大
合
我
的
胃
口
、
所
以
我
的
一
册
英
译
本
也
搁
在
书
箱
里
多
年
没
有
拿
出
来
了
。」（
鍾
叔
河
編

『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
七
巻
四
五
二
頁
。
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
四
月
）

（
（
）
周
作
人
と
ニ
ー
チ
ェ
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
曹
鋒
「
周
作
人
与
尼
采
」（『
中
国
現
代
文
学
研
究
叢
刊
』
二
〇
〇
三
年

第
一
期
、
二
〇
〇
三
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
（
）「
哀
絃
篇
」
一
九
〇
八
年
一
二
月
二
〇
日
『
河
南
』
第
九
期
。
ニ
ー
チ
ェ
の
引
用
は
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』「
読
む
こ
と
と
書
く
こ
と
」

よ
り
。「
尼
采
之
《
察
罗
斯
多
》
有
言
：“
吾
于
诸
载
册
中
、
唯
爱
人
血
所
书
。”
书
以
血
、
若
会
知
血
者
神
也
。
则
吾
今
此
撰
集
是
篇
之

意
也
。」（『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
一
巻
一
三
一
頁
）

（
（
）
同
前
。
ニ
ー
チ
ェ
の
引
用
は
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』「
墓
の
歌
」
よ
り
。「
尼
采
曰
、“
唯
有
坟
墓
处
、
始
有
复
活
”、
吾
亦
以
是
为
小
希

焉
尔
。」（『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
一
巻
一
四
九
頁
）

（
�0
）
一
九
一
八
年
夏
ま
で
の
一
年
間
の
講
義
録
は
『
歐
洲
文
學
史
』
と
し
て
上
海
商
務
印
書
館
か
ら
一
九
一
八
年
に
刊
行
さ
れ
る
。
こ
れ
は

古
代
ギ
リ
シ
ア
か
ら
一
八
世
紀
に
至
る
文
学
史
で
あ
る
。

（
��
）
止
庵
・
戴
大
洪
編
、
周
作
人
著
『
近
代
歐
洲
文
學
史
』（
二
〇
〇
七
年
七
月
、
団
結
出
版
社
）。
こ
れ
は
、
近
年
発
見
さ
れ
た
講
義
録
を
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周作人とニーチェ

活
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
�（
）「
以
人
为
进
化
之
中
程
、
非
其
极
致
、
故
人
之
所
以
可
贵
者
、
非
以
今
方
为
人
故
、
乃
以
他
日
将
进
为
超
人
故
也
。」（『
近
代
歐
洲
文
學
史
』

「
三
九
：
德
国
」
二
五
七
頁
）

（
�（
）
こ
の
時
期
の
『
周
作
人
日
記
』
に
見
ら
れ
る
ニ
ー
チ
ェ
関
連
の
購
入
書
籍
は
次
の
通
り
。
一
九
一
八
年
九
月
：
生
田
長
江
『
ニ
イ
チ
エ

超
人
ノ
哲
学
』（
ブ
ラ
ン
デ
ス
『
ニ
ー
チ
ェ
』
の
翻
訳
）、
一
九
一
九
年
二
月
：
ニ
ー
チ
ェ
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』（
生
田
長
江
訳
）、
同
年

二
月
一
五
日
：
和
辻
哲
郎
『
ニ
ー
チ
ェ
研
究
』、
同
年
四
月
：
安
部
次
郎
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
ノ
解
釈
ト
批
評
』、
同
年
五
月
：M

ügge	
“N

ietzsche,	his	Life	and	W
ork ”

、N
ietzsche	 “Zarathustra ”

（K
om

m
an

英
訳
）。

（
�（
）『
周
作
人
日
記
』
一
九
一
九
年
六
月
二
五
日
の
項
に
、「
夜
、
兄
と
ニ
イ
チ
ェ
の
訳
文
を
校
読
し
た
」（「
晩
同
大
哥
校
读
ニ
イ
チ
エ
译
文
」）

と
あ
る
。
翌
年
、
魯
迅
訳
「
察
拉
圖
斯
忒
拉
的
序
言
」（
徳
人
尼
采
作
）
が
『
新
潮
』
二
巻
五
号
（
一
九
二
〇
年
六
月
刊
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

（
�（
）『
點
滴
』
序
（
一
九
二
〇
年
四
月
）。
超
人
を
「
紫
の
雷
」
に
例
え
る
と
、
超
人
の
出
現
を
予
告
す
る
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
自
身
は
「
紫
の

雷
」
の
到
来
を
予
告
す
る
「
雨
の
滴
（
点
滴
）」
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
ニ
ー
チ
ェ
を
高

く
評
価
し
た
兄
魯
迅
と
の
不
和
も
あ
っ
て
か
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
周
作
人
は
ニ
ー
チ
ェ
の
思
想
を
あ
ま
り
論
じ
な
く
な
る
。

ま
た
一
九
二
八
年
、
訳
文
集
『
點
滴
』
を
改
訂
す
る
際
、「
点
滴
」
と
い
う
題
名
を
改
め
、
ト
ル
ス
ト
イ
作
品
の
題
名
「
空
太
鼓
」（
収
録

作
品
の
一
つ
）
に
変
更
し
た
。『
空
太
鼓
』
序
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ま
た
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
と
題
名
は
、
す
べ
て
削
除
し
た
。

な
ぜ
な
ら
私
は
そ
の
内
容
が
好
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。（
又
尼
采
的
文
句
和
题
名
一
并
撒
去
、
因
为
我
不
喜
欢
那
个
意
思
）」（『
空
太

鼓
』
序
、
一
九
二
八
年
八
月
。『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
五
巻
四
八
九
頁
）

（
�（
）
原
文
で
は
「
求
生
意
志
」。

（
�（
）
原
文
で
は
「
求
勝
意
志
」。

（
�（
）「
貴
族
的
与
平
民
的
」
一
九
二
二
年
二
月
一
九
日
『
晨
報
副
鐫
』。「
求
生
意
志
固
然
是
生
活
的
根
据
、
但
如
没
有
求
胜
意
志
叫
人
努
力
去

求
“
全
而
善
美
”
的
生
活
、
则
适
应
的
生
存
容
易
退
化
的
而
非
进
化
的
了
。」（『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
二
巻
五
二
〇
頁
）。

（
�（
）「
新
希
臘
与
中
国
」
一
九
二
一
年
九
月
二
九
日
『
晨
報
』。「
希
腊
人
有
一
种
特
性
、
也
是
从
先
代
遗
留
下
来
的
、
是
热
烈
的
求
生
的
欲
望
。



�（（

他
不
是
只
求
苟
延
残
喘
的
活
命
、
乃
是
希
求
美
的
健
全
的
充
实
的
生
活
。」（『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
二
巻
四
一
一
頁
）。

（
（0
）
ニ
ー
チ
ェ
は
『
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
』
執
筆
後
の
一
八
八
〇
年
代
後
半
、
自
ら
の
哲
学
的
主
著
の
執
筆
を
構
想
し
た
が
、
完
成
を
見
ず
に

草
稿
の
み
残
さ
れ
た
。
一
八
八
七
年
の
プ
ラ
ン
で
は
『
力
へ
の
意
志―

す
べ
て
の
価
値
の
転
倒
の
試
み
』
と
い
う
表
題
に
な
っ
て
お
り
、

ニ
ー
チ
ェ
の
没
後
、
実
妹
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
・
ニ
ー
チ
ェ
が
中
心
と
な
っ
て
遺
稿
を
整
理
し
、『
力
へ
の
意
志
』
の
題
名
で
出
版
し
た
。

（
（�
）
木
田
元
『
現
代
の
哲
学
』（
講
談
社
、
一
九
九
一
年
）、
同
前
『
哲
学
と
反
哲
学
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
な
ど
参
照
。

（
（（
）
同
前
。

（
（（
）「
我
的
雑
学
之
六
」
一
九
四
四
年
六
月
一
一
日
『
華
北
新
報
』。「
我
从
哈
理
孙
女
士
的
著
书
得
悉
希
腊
神
话
的
意
义
、
实
为
大
幸
、
只
恨

未
能
尽
力
介
绍
。」（『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
九
巻
二
〇
〇
頁
）

（
（（
）「
希
臘
神
話
一
」
一
九
三
四
年
三
月
『
青
年
界
』
五
巻
三
期
。「
我
最
初
读
到
哈
理
孙
的
书
是
民
国
二
年
、
英
国
的
《
家
庭
大
学
丛
书
》

中
出
了
一
本
《
古
代
艺
术
与
仪
式
》（A

ncient	A
rt	and	Ritual,	�（�（

）、
觉
得
她
借
了
希
腊
戏
曲
说
明
艺
术
从
仪
式
转
变
过
来
的
情
形

非
常
有
意
思
、（
中
略
）
哈
理
孙
是
希
腊
宗
教
的
专
门
学
者
、
重
要
著
作
我
所
有
的
有
几
部
、
《
希
腊
宗
教
研
究
绪
论
》（Prolegom

ena	
to	the	Study	of	Greek	Religion,	�（（（

三
版
）、《
德
米
思
》（T

hem
is,	�（（（

二
版
）、《
希
腊
宗
教
研
究
结
论
》（Epilegom

ena,	
�（（�

）、
其A

lpha	and	O
m

ega

（
或
可
译
作
《
一
与
亥
》
乎
？
）
一
种
未
得
、
此
外
又
有
三
册
小
书
、
大
抵
即
根
据
上
述
诸
书
所
编
、

更
简
要
可
诵
。」（『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
六
巻
二
三
六―

二
三
七
頁
。）

（
（（
）
同
前
。「
虽
只
是
百
五
十
叶
的
小
书
、
却
说
的
很
得
要
领
、
因
为
他
不
讲
故
事
、
只
解
说
诸
神
的
起
源
及
其
变
迁
、
是
神
话
学
而
非
神
话

集
的
性
质
、
于
了
解
神
话
上
极
有
用
处
。」（『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
六
巻
二
三
七
頁
）。『
論
鬼
臉
』（
一
九
二
五
年
八
月
、『
語
絲
』
四

二
期
）、『
希
臘
神
話
引
言
』（
一
九
二
六
年
八
月
『
語
絲
』
九
四
期
）『
論
山
母
』（
一
九
二
八
年
一
月
『
北
新
』
二
巻
五
号
）
に
も
同
じ

解
説
を
付
し
て
い
る
。

（
（（
）「
論
鬼
臉
」
一
九
二
五
年
八
月
『
語
絲
』
四
二
期
。「
所
可
注
意
的
是
希
腊
人
不
能
在
他
们
的
神
话
中
容
忍
戈
耳
共
的
那
丑
恶
。
他
们
把

它
变
成
一
个
可
爱
的
含
愁
的
女
人
的
面
貌
。
照
样
、
他
们
也
不
能
容
忍
那
地
母
的
戈
耳
共
的
形
相
。
这
是
希
腊
的
美
术
家
与
诗
人
的
职
务
、

来
湔
除
宗
教
中
的
恐
怖
分
子
。
这
是
我
们
对
于
希
腊
的
神
话
作
者
最
大
的
负
债
。」（『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
四
巻
二
八
二
頁
）。
初
出
の
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『
語
絲
』
で
は
、「
负
债
」
は
「
负
责
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
（（
）「
希
臘
閑
話
」
一
九
二
六
年
一
二
月
二
四
日
『
新
生
』
一
巻
二
期
。「
希
腊
的
宗
教
没
有
专
门
的
祭
司
们
、
也
没
有
一
定
的
圣
书
、
保
存

宗
教
上
的
传
说
的
只
是
一
班
诗
人
和
美
术
家
。
所
以
他
们
能
把
原
始
时
代
传
下
来
的
丑
陋
分
子
、
逐
渐
美
化
。」（『
周
作
人
散
文
全
集
』

第
四
巻
八
三
七
頁
）

（
（（
）
同
前
。「
以
上
都
是
希
腊
的
使
恐
怖
与
丑
恶
化
美
的
显
例
。
这
一
种
“
美
化
的
精
神
”、
便
是
希
腊
人
现
世
主
义
与
爱
美
观
念
充
分
的
表

现
、
于
文
化
进
化
至
有
关
系
、
欧
洲
中
古
的
黑
暗
时
代
之
变
为
文
艺
复
兴
、
可
以
算
是
一
种
实
例
。」（『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
四
巻
八

三
八
頁
）

（
（（
）
同
前
。「
中
国
的
现
世
主
义
是
可
佩
服
的
、（
中
略
）
不
过
中
国
文
明
没
有
希
腊
文
明
爱
美
的
特
长
、
所
以
虽
是
相
似
、
却
未
免
有
流
于

俗
恶
的
地
方
。」（『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
四
巻
八
三
九
頁
）

（
（0
）“T

hem
is:	A

	Study	of	the	Social	O
rigins	of	Greek	Religion ”	(Cam

bridge,	Cam
bridge	U

niversity	Press,	�（�（.	Second	
edition:	�（（（)

周
作
人
も
入
手
し
た
第
二
版
は
一
九
二
七
年
刊
。

（
（�
）
苦
悩
か
ら
の
逃
避
で
は
な
く
、
む
し
ろ
苦
悩
と
直
面
し
、
こ
れ
と
戯
れ
る
こ
と
。

（
（（
）
美
し
い
仮
象
、
芸
術
的
形
象
の
世
界
に
よ
る
慰
撫
。

（
（（
）“T

hem
is ”	 ‘Preface	to	the	Second	Edition ’.	 “D

isciple	as	I	am
	in	this	m

atter	of	N
ietzsche,	I	ought	never	to	forgotten	

that	hum
anity	needs	not	only	the	intoxication	of	D

ionysos	the	daim
on	(w

ho	is	the	escape	into	the	suffering	w
ill	

behind	phenom
ena),	but	also,	and	perhaps	even	m

ore,	that	 ‘appeasem
ent	in 	form

’	w
hich	is	A

pollo	the	O
lym

pian. ” 
( “T

hem
is ”	p.viii)

（
（（
）
ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』（
秋
山
英
夫
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
六
年
）
四
五
頁
。
ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
か
ら
の
引
用
文
は
、

秋
山
英
夫
訳
の
岩
波
文
庫
版
に
拠
っ
た
。
な
お
、『
ニ
ー
チ
ェ
全
集
』
第
一
期
第
一
巻
（
白
水
社
、
一
九
七
九
年
）
の
浅
井
真
男
訳
、『
ニ

ー
チ
ェ
全
集
』
第
二
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
三
年
）
の
塩
屋
竹
男
訳
、Friedrich	N

ietzsche	 “D
ie	Geburt 	der	T

ragödie ”	
(W

alter	de	Gruyter:	Berlin,	�（（（)

も
参
照
し
た
。
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（
（（
）
若
き
古
典
文
献
学
者
で
あ
っ
た
ニ
ー
チ
ェ
は
処
女
作
で
あ
る
『
悲
劇
の
誕
生
』（
一
八
七
二
年
）
が
学
界
の
非
難
に
さ
ら
さ
れ
た
結
果
、

バ
ー
ゼ
ル
大
学
教
授
の
職
を
辞
し
、
古
典
文
献
学
の
世
界
か
ら
追
わ
れ
て
、
在
野
の
思
想
家
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
お

よ
そ
二
十
年
後
、
古
典
文
献
学
の
世
界
で
、
一
九
世
紀
末
の
イ
ギ
リ
ス
に
起
こ
っ
た
神
話
儀
礼
学
派
の
ハ
リ
ソ
ン
に
大
き
な
影
響
を
残
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
周
作
人
が
強
い
共
感
を
示
し
た
ギ
リ
シ
ア
の
「
美
化
の
精
神
」
と
は
、
ハ
リ
ソ
ン
を
経
由
し
て
届
い
た
ニ
ー
チ

ェ
の
ギ
リ
シ
ア
像
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、「
美
」
は
ニ
ー
チ
ェ
晩
年
の
思
想
に
お
い
て
、
人
間
の
発
展
を
促
す
刺
激
を
与
え
る
も
の
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
周
作
人
が
「
美
化
の
精
神
」
に
強
い
関
心
を
示
し
た
の
は
、
ニ
ー
チ
ェ
の
「
美
」
に
つ
い
て
の
考
え
方
へ
の
共
感

も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

（
（（
）「
藹
理
斯
的
話
」
一
九
二
四
年
二
月
二
三
日
『
晨
報
副
鐫
』。「
蔼
理
斯
（H

avelock	Ellis

）
是
我
所
最
佩
服
的
一
个
思
想
家
」（『
周
作

人
散
文
全
集
』
第
三
巻
三
四
五
頁
）

（
（（
）
小
川
利
康
「
周
作
人
と
Ｈ
・
エ
リ
ス―

一
九
二
〇
年
代
を
中
心
に
」（「
文
学
研
究
科
紀
要
」
別
冊
第
一
五
集
、
一
九
八
九
年
一
月
、
早

稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）、
伊
藤
徳
也
「
デ
カ
ダ
ン
ス
の
精
錬―

周
作
人
に
お
け
る
『
生
活
の
芸
術
』」（「
東
洋
文
化
研
究
所
紀

要
」
一
五
二
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）、
同
前
「
審
美
価
値
と
し
て
の
『
苦
』―

周
作
人
に
お
け
る
『
生

活
の
芸
術
』」（『
現
代
中
国
』
八
二
、
二
〇
〇
八
年
、
日
本
現
代
中
国
学
会
）、
同
前
「
生
活
の
た
め
の
生
活―

周
作
人
に
お
け
る
『
生
活

の
芸
術
』」（「
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
」
一
五
五
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）、
同
前
「
倫
理
の
自
然―

周
作
人

に
お
け
る
『
生
活
の
芸
術
』
と
性
道
徳
」（「
超
域
文
化
科
学
紀
要
」
一
五
、
二
〇
一
〇
年
、
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
超
域
文

化
科
学
研
究
専
攻
）、
子
安
加
余
子
「
日
本
に
留
学
し
た
中
国
知
識
人―

周
作
人
と
民
俗
学
：
性
の
問
題
を
中
心
に
」（
斎
藤
道
彦
編

『
日
中
関
係
史
の
諸
問
題
』
所
収
。
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
九
年
二
月
）、
森
雅
子
「
た
い
ま
つ
の
照
ら
す
も
の―

周
作
人
と
性
科

学―

」（「
日
本
中
国
学
会
報
」
第
六
十
三
集
、
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）。

（
（（
）H

avelock	Ellis	 “A
ffi

rm
ation ”	(C onstable	&

	Com
pany	Ltd.:	London,	�（（（)

。
こ
の
書
の
目
次
は
次
の
通
り
。�:	N

ietzsche,	（:	
Casanova,	（:	Zola,	（:	H

ym
ains,	（:	St.	Francis	and	O

thers
で
あ
る
。「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
そ
の
他
」
の
ほ
か
に
カ
サ
ノ
ヴ
ァ
論
と
ゾ

ラ
論
を
別
の
機
会
に
周
作
人
は
紹
介
し
て
い
る
。
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（
（（
）M

axim
ilian	A

.	M
ügge	 “Friedrich	 N

ietzsche:	H
is	Life	and	W

ork ”	(T
.	F.	U

nw
in:	London,	�（0（)

（
（0
）H

avelock	Ellis	 “N
ietzsche ”.		 “it	i s	characteristic	of	his	w

hole	w
ork	in	its	grip	of	the	connection	betw

een	the	problem
s	

and	solutions	of	H
ellenic	tim

es	and	the	problem
s	and	solutions	of	the	m

odern	w
orld.	 ”	(p.�（)

（
（�
）
同
前
。“For	N

ietzsche	the	Greek	w
orld	w

as	not	the	m
odel	of	beautiful	m

ediocrity	im
agined	by	W

inckelm
ann	and	

Goethe,	nor	did	it	date	from
	the	era	of	rhetorical	idealism

	inaugurated	by	Plato.		T
he	real	H

ellenic	w
orld	cam

e	
earlier,	and	the	true	H

ellenes	w
ere	sturdy	realists	enam

oured	of	life,	reverencing	all	its	m
anifestations	and	signs,	

and	holding	in	highest	honour	that	sexual	sym
bol	of	life ”	(p.�（)

（
（（
）
同
前
。“H

e	traces	tw
o	art	im

pulses	in	ancient	Greece:	one,	starting	in	the	phenom
ena	of	dream

ing,	w
hich	he	associates	

w
ith	A

pollo;	the	other,	starting	in	the	phenom
ena	of	intoxication,	associates	w

ith	D
ionysus, ”	(p.�（)

（
（（
）
同
前
。“D

ie G
eburt der T

ragödie	is	the	prelude	to	all	N
ietzsche ’s	w

ork.		H
e	outgrew

	it,	but	in	one	point	at	least	it	
sounds	a	note	w

hich	recurs	throughout	all	his	w
ork.

（
中
略
）H

e	ever	regarded	the	Greek	conception	of	D
ionysus	

as	the	key	to	the	m
ystery	of	life. ”	(p.�（)

（
（（
）Friedrich	N

ietzsche	 “Götzen-D
äm

m
erung ”	( �（（（)

（
（（
）H

avelock	Ellis	 “N
ietzsche ”.		 ““T

he	fundam
ental	H

ellenic	instinct, ”	he	there	w
rote,	 “w

as	first	revealed	in	the	D
ionysiac	

m
ysteries.		W

hat	w
as	it	the	Greek	assured	to	him

self	in	these	m
ysteries?		Eternal	life,	the	eternal	return	of	life,	the	

future	prom
ised	and	consecrated	in	the	present,	the	trium

phal	affi
rm

ation	of	life	over	death	and	change,	true	life	or	
im

m
ortality	through	procreation,	through	the	m

ysteries	of	sexuality.		T
hus	the	sexual	sym

bol	w
as	to	the	Greeks	

the	profoundest	and	m
ost	venerable	sym

bol	in	the	w
hole	range	of	ancient	piety. ”	(p.�（)

『
偶
像
の
黄
昏
』「
私
が
古
人
に

負
う
と
こ
ろ
の
も
の
：
四
」
よ
り
の
引
用
。

（
（（
）
ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
二
九
頁
。

（
（（
）
同
前
。
五
四―

五
五
頁
。
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（
（（
）
ニ
ー
チ
ェ
の
原
文
で
は
、“das	M

aass ”

（
節
度
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
（（
）『
悲
劇
の
誕
生
』
五
二―

五
三
頁
。

（
（0
）
ニ
ー
チ
ェ
の
原
文
で
は
、“das	U

eberm
aass ”

（
過
度
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
（�
）『
悲
劇
の
誕
生
』
五
四
頁
。

（
（（
）“A

ll	the	art	of	living	lies	in	a	fine	m
ingling	of	letting	go	and	holding	in.		T

he	m
an	m

akes	the	one	or	the	other	his	
exclusive	aim

	in	life	w
ill	die	before	he	has	ever	begun	to	live.		T

he	m
an	w

ho	has	carried	one	part	of	the	process	to	
excess	before	turning	to	the	other	w

ill	indeed	learn	w
hat	life	is,	and	m

ay	leave	behind	him
	the	m

em
ory	of	a	

pattern	saint.		But	he	alone	is	the	w
ise	m

aster	of	living	w
ho	from

	first	to	last	has	held	the	double	ideal	in	true	
honour.	 ( “A

ffi
rm

ation ”,	 ‘St.	Francis	and	O
thers ’	p（（0)

周
作
人
に
よ
る
引
用
文
は
次
の
通
り
。「
有
人
以
此
二
者
（
即
禁
欲
与
耽
溺
）
之
一
为
其
生
活
之
唯
一
目
的
者
、
其
人
将
在
尚
未
生
活
之

前
早
已
死
了
。
有
人
先
将
其
一
（
耽
溺
）
推
至
极
端
、
再
转
而
之
他
、
其
人
才
真
能
了
解
人
生
是
什
么
、
日
后
将
被
记
念
为
模
范
的
高
僧
。

但
是
始
终
尊
重
这
二
重
理
想
者
、
那
才
是
知
生
活
法
的
明
智
的
大
师
。（
中
略
）
生
活
之
艺
术
、
其
方
法
只
在
于
微
妙
地
混
合
取
与
舍
二

者
而
已
。（
こ
の
二
者
（
す
な
わ
ち
禁
欲
と
耽
溺
）
の
一
方
を
生
活
の
唯
一
の
目
的
と
す
る
者
が
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
は
生
活
を
す

る
以
前
に
死
ん
で
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
ず
そ
の
一
方
（
耽
溺
）
を
極
端
に
ま
で
推
し
進
め
、
そ
れ
か
ら
も
う
一
方
に
転
じ
た
者
が
い

た
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
に
し
て
よ
う
や
く
人
生
が
何
で
あ
る
か
を
真
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
後
日
模
範
的
な
高
僧
と
し
て
記
念
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
終
始
こ
の
二
つ
の
理
想
を
尊
重
し
つ
づ
け
る
者
こ
そ
、
生
活
の
仕
方
を
知
る
賢
明
な
る
巨
匠
で
あ
る
。（
中
略
）

生
活
の
芸
術
、
そ
の
方
法
は
取
る
こ
と
と
捨
て
る
こ
と
と
を
絶
妙
に
混
合
す
る
中
に
の
み
存
在
す
る
。）」（「
生
活
之
芸
術
」
一
九
二
四
年

一
一
月
一
七
日
刊
『
語
絲
』
第
一
期
。『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
三
巻
五
一
三
頁
。）

「
取
る
こ
と
と
捨
て
る
こ
と
」
は
、
エ
リ
ス
の
原
文
で
は“letting	go	and	holding	in ”

（「
解
放
と
抑
制
」）
と
な
っ
て
い
る
。

（
（（
）“A
ll	life	is	a	building	up	and	a	breaking	dow

n,	a	taking	in	and	a	giving	out,	a	perpetually	anabolic	and	katabolic	
rhythm

. ”	( “A
ffi

rm
ation ”,	 ‘St.	Francis	and	O

thers ’	p（（0)



�（（

周作人とニーチェ

周
作
人
に
よ
る
引
用
文
は
次
の
通
り
。「
一
切
生
活
是
一
个
建
设
与
破
坏
、
一
个
取
进
与
付
出
、
一
个
永
远
的
构
成
作
用
与
分
解
作
用
的

循
环
。」（「
生
活
之
芸
術
」。『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
三
巻
五
一
三
頁
。）

（
（（
）
ニ
ー
チ
ェ
『
悲
劇
の
誕
生
』
三
〇
頁
。

（
（（
）「
生
活
之
芸
術
」。「
生
活
之
艺
术
只
在
禁
欲
与
纵
欲
的
调
和
。
蔼
理
斯
对
于
这
个
问
题
很
有
精
到
的
意
见
、
他
排
斥
宗
教
的
禁
欲
主
义
、

但
以
为
禁
欲
亦
是
人
性
的
一
面
、
欢
乐
与
节
制
二
者
并
存
、
且
不
相
反
而
实
相
成
。
人
有
禁
欲
的
倾
向
、
即
所
以
防
欢
乐
的
过
量
、
并
即

以
增
欢
乐
的
程
度
。」（『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
三
巻
五
一
三
頁
。）
エ
リ
ス
の
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
。“W

hat	should	be	the	place	
of	asceticism

	in	m
odern	life?		Evidently	there	is	in	hum

an	nature	an	instinct	w
hich	craves	for	the	sharpening	of	

enjoym
ent	w

hich	com
es	from

	sim
plicity	and	a	finely–tem

pered	abstinence,	a	m
easured	draw

ing	back	w
hen	also	it	

w
ere	possible	recklessly	to	let	go. ”	( “A

ffi
rm

ation ”,	 ‘St.	Francis	and	O
thers ’	p（（0 -（（�)

（
（（
）「
我
的
雑
学
之
十
二
」
一
九
四
四
年
七
月
二
六
日
『
華
北
新
報
』。「
蔼
理
斯
的
思
想
我
说
他
是
中
庸
、
这
并
非
无
稽
、
大
抵
可
以
说
得
过

去
、
因
为
西
洋
也
本
有
中
庸
思
想
、
即
在
希
腊
、
不
过
中
庸
称
为
有
节
、
原
意
云
康
健
心
、
反
面
为
过
度
、
原
意
云
狂
恣
。」（『
周
作
人

散
文
全
集
』
第
九
巻
二
一
六
頁
）

（
（（
）「
生
活
之
芸
術
」。「
去
建
造
中
国
的
新
文
明
、
也
就
是
复
兴
千
年
前
的
旧
文
明
、
也
就
是
与
西
方
文
化
的
基
础
之
希
腊
文
明
相
合
一
了
。」

（『
周
作
人
散
文
全
集
』
第
三
巻
五
一
四
頁
）


